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2 Fa－6 スカート丈の変化と動作との関係

○田中百子　永井房子　伊藤順子

　(相模女大短大)

被　　服

　目的　婦人服として日常用いられるスカートは多種なデザインがあり、特にスカート丈

はワンピース。コートなどの着丈とならぴ流行を左右する要因として、毎年スカート丈が

発表され、その年の流行丈が決まることが多い。しかし、近年では流行のスカート丈を含

めマイクロミニ丈からマキシ丈までさまざまなスカート丈が着用されている。スカート丈

は長さにより、日常生活において歩きにくさや階段昇降のしにくさなど動作に不都合が生

じたり、疲労を感じることを経験する。その際、不都合を解消するために運動量が大きく

なりエネルギーの消費も増えると考えられる。そこで、今回スカート丈と動作との関係を

みるためにエネルギー消費の観点から検討を試みた。
　方法　被験者として健康な女子学生（２０才）の中から痩身、普通、肥満体型各１名選

んだ。実験着のスカートは一般的に用いられる素材とした。デザインはタイトスカートと
した。スカート丈は膝丈、＜るぶし丈（スツリト明きは膝位置）の２種類である。動作は

安静時、歩行、階段昇降の3動作とした。エネルギー代謝量は３分間ダグラスバックを装

着して各動作を行μつたのち、レスピライザー（Model EH-10 7ｸﾀﾞU）により測定。同時

に血圧、脈拍についても測定した。
　結果　日常生活において丈の長いスカート（ロングスカート）を着用した場合、一般的

に疲労を感じることを経験するので、スカート丈の違いによる歩行、階段昇降を比較した

スカート丈は膝丈よりもくるぶし丈の長いスケートの方が血圧、脈拍、呼気量、エネルギ

ー代謝量いずれも大きくなる傾向を示した。

2 Fa-7　　　　　ブラウスの明きが着脱動作と官能評価におよぼす影響

　　　　　　　　○佐藤悦子＊　　　小林茂雄＊＊
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　〈目的〉　衣服着脱の動作特性を明らかにするための基礎的資料を得る目的から，健常者

の着脱動作を取り上げ，主にボトム服について動作実験を行い，動作過程のパターン化，

所要時間および着用感との関連性について検討してきた。本報ではブラウスの明きを取り

上げ，明き形態の違いによる着脱動作の過程を比較検討した。また，着脱しやすさの評価

内容を検討するために官能評価を行った。

　〈方法〉　被験者は健康な女子学生33名とした。実験衣は同一形態ブラウスで明きの異な

る４タイプ（ボタンかけ：前明きA, B，前立てc.後ろ明きＤ）を作製し，着脱動作を

行った。動作測定は，人工気候室（温度23～25℃,湿度50％RH）で行い，ビデオ撮影し動

作過程を観察した。動作終了後，官能評価（ＳＤ法20項目）によって４タイプの着用感と

イメージを評価した。動作の総合評価としで着脱しやすい”を順位法で行った。動作を

着衣と脱衣に分け，さらに動作過程を主動作と補助動作の構成単位として検討した。

　〈結果〉　1）動作の所要時間は, 4タイプともに着衣＞脱衣であり，Ｄ＞Ｂ，Ａ＞Ｃであ

った。2）打ち合わせの異なるＡとＢでは，着衣時の補助動作において所要時間に差が見ら

れた。3）官能評価において, 4タイプは, AとC. BとＤ間に類似傾向が見られ, AC間

では『着慣れた』『落ち着きのよい』，BD間では『ぎこちない』『実用的な』等で評価

が分かれた。“着脱しやすい”の順位は, A, C, B, Dの順であった。4）動作過程は，

ボトム服に比して数種のパターンに分かれ，特に後ろ明きは，多様な着方が見られた。
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